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[発行番号] 姫ﾃ-ｼ-0101C 

[表  題] RINA船級規格 型式認定取得 

[発  行] 2012年 4月(2017年4月改訂C版) 

[適用機種] MELSEC-F FX3Gシリーズシーケンサ 

 
 

 

三菱電機マイクロシーケンサ MELSEC-F シリーズに格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます｡ 
 

このたび、MELSEC-F FX3G シリーズ基本ユニット，機能拡張ボード，特殊アダプタ接続用アダプタ，メモリカセットおよ

びディスプレイモジュールが、Registro Italiano Navale (イタリア船級協会，以下 RINA と略す)から Programmable logic 

controller の型式認定に追加されましたのでお知らせします。 
 

記 

１． 対象機種 

 機種 

基本ユニット 

（AC 電源タイプ） 

FX3G-14MR/ES, FX3G-14MT/ES, FX3G-14MT/ESS, FX3G-24MR/ES, FX3G-24MT/ES, 

FX3G-24MT/ESS, FX3G-40MR/ES, FX3G-40MT/ES, FX3G-40MT/ESS, FX3G-60MR/ES, 

FX3G-60MT/ES, FX3G-60MT/ESS 

[海外専用品] 

FX3G-14MR/ES-A, FX3G-14MT/ES-A, FX3G-24MR/ES-A, FX3G-24MT/ES-A, 

FX3G-40MR/ES-A, FX3G-40MT/ES-A, FX3G-60MR/ES-A, FX3G-60MT/ES-A 

基本ユニット 

（DC 電源タイプ） 

FX3G-14MR/DS, FX3G-14MT/DS, FX3G-14MT/DSS, FX3G-24MR/DS, FX3G-24MT/DS, 

FX3G-24MT/DSS, FX3G-40MR/DS, FX3G-40MT/DS, FX3G-40MT/DSS, FX3G-60MR/DS, 

FX3G-60MT/DS, FX3G-60MT/DSS 

機能拡張ボード 
FX3G-232-BD, FX3G-485-BD, FX3G-422-BD, FX3G-2AD-BD, FX3G-1DA-BD, 

FX3G-8AV-BD 

特殊アダプタ 

接続用アダプタ 
FX3G-CNV-ADP 

メモリカセット FX3G-EEPROM-32L 

ディスプレイ 

モジュール 
FX3G-5DM 

 
２． 規格認定内容 

下表に RINA 規格の認定内容を示します。 

1) 認定内容 
項目 内容 

認定機関 Registro Italiano Navale 

認定番号※ - 

分類 Programmable ｌogic ｃontroller 

ルール※ - 

有効期間※ - 
※ 認定番号、ルールおよび有効期間については，三菱電機 FA サイトをご参照ください。 

 

2) 認定詳細 

RINA 認定の MELSEC-F FX3G シリーズ基本ユニット，機能拡張ボード，特殊アダプタ接続用アダプタ，メモリカ

セットおよびディスプレイモジュールは、下記の環境で使用してください。 
 

項目 内容 備考 

EMC EMC：船内の任意の場所 (船橋および甲板を含む)  3. 制約事項 
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３． 制約事項 

RINA 認定システムとして MELSEC-F FX3G シリーズ基本ユニット，特殊アダプタ接続用アダプタ，機能拡張ボード，

メモリカセットおよびディスプレイモジュールをお使いいただくばあいの制約事項についてご連絡致します。 

船橋および甲板で使用するばあいは､「(1)制御盤について (e)」と「(3)ノイズフィルタについて」の制限事項が追加さ
れます。 

 
(1) 制御盤について 

(a) 制御盤は導電性としてください｡ 

(b) 制御盤本体は、できるだけ太い接地線で接地してください｡ 

(c) 制御盤は、制御盤扉と本体との電気的接触を確保してください。 

そのために、扉と本体を太い渡り線で接続（導通）してください。（図 1 参照） 

(d) 制御盤は、電波の漏れを抑えるために極力隙間のない構造としてください。制御盤扉と本体の間は、

EMI ガスケットなどを取り付けて極力隙間のない構造としてください。 

EMI ガスケットを取り付ける際は、扉と本体の接触部分の塗装をはがし、EMI ガスケット，導電性粘着

テープを貼り付けてください。また、ケーブルの引込み穴などは、シールドカバーなどで覆ってくださ

い。（図 1 参照） 

当社が行なった EMC 試験は、最大 46.8dB，平均 26.4dB(30MHz～2GHz，3m 法測定)の減衰特性の

盤に平均 69dB（150kHz～100MHz）の減衰特性をもつ EMI ガスケットを取り付けた状態で実施してい

ます。 

 

 

 

       
 

                  図 1 制御盤の製作例 

 

(e) AC 電源タイプの基本ユニットを使用するばあいは、低周波数領域での減衰特性の高い制御盤を使

用してください。[船橋および甲板で使用するばあいの追加制約事項] 
当社が行なった EMC 試験は、上記(d)中に示した 30MHz～2GHz の減衰特性に加え、150KHz～

30MHz で最大 23.32dB，平均 19.9dB（3m 法測定）の減衰特性の盤で実施しています。 

(f) メンテナンス時などに制御盤内のシーケンサに触れる可能性があるばあいは、必ず除電を行い静電

気の影響が無いようにご注意ください。  
   

(2) ケーブルについて 

(a) 制御盤から引き出されるケーブルは、必ずシールドケーブルを使用してください。 

(b) シールドケーブルおよびシールドカバーなどのシールドは、接地された制御盤へ接続してください。 
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(3) ノイズフィルタについて [船橋および甲板で使用するばあいの追加制約事項] 
電源ラインにノイズフィルタを取り付けてください。(図 4 参照) 

当社が行なった EMC 試験は､図 2,3 に示すようなコモンモード減衰特性をもつノイズフィルタで 

実施しています。 
 

  
 

 

 
 

 
(a) ノイズフィルタの入力線(電源側)と出力線(機器側)は分離してください。 

入力線と出力線を束線したり､近くに布線したりするとノイズフィルタでノイズを除去した入力 

線に出力線のノイズが誘導され､期待した効果が得られません。 
 

 
 

図 4 ノイズフィルタの注意事項 
 

(b) ノイズフィルタの接地線は､できるだけ短い配線で接地してください。 
 

図 2 基本ユニット(AC 電源タイプ)用 

ノイズフィルタの減衰特性例 
図 3 基本ユニット(DC 電源タイプ)用 

ノイズフィルタの減衰特性例 
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改訂履歴 

副番 発行年月 改訂内容 

A 2012 年 4 月 初版作成 

B 2015 年 11 月 お問い合わせ先の記載内容を更新 

C 2017 年 4 月 認定内容の記載内容を変更 
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